YbB_<12>に於ける価数揺動状態(I. Sm,Yb化合物系,価数揺動状態の総合的研究,科研費研究会報告) by 伊賀, 文俊 et al.
TitleYbB_<12>に於ける価数揺動状態(I. Sm,Yb化合物系,価数揺動状態の総合的研究,科研費研究会報告)
Author(s)伊賀, 文俊; 笠谷, 光男; 糟谷, 忠雄










最 も典型的な佃教権勤物質の1つt.して知 られているSmB6枚,東嶺 ･理絵 q?南面か
ら,多く07研究がなされているが､今 含み大き全問馬が泉髄決の安ま残 されている｡宅 l
に.Fer′mileveHEFl上にm/J成されているEnergyG坤が,i:'の様を機 構で生じ･ているか,
はーきリL+=縞 紅 至っていか ､(Mottq'd-f輝 di王at加'1㌔kaS岬 のWignerCrystal(2)
等07仰Odelがある).鷺Zに.串敬重の温度俵副 生は,40K付iiの小さなBroaAなpeak
以外は,大畠40%のSn24(7Fo)で説 BRできる様 に見えて,低温iS･n3十の専与が殆 どをい
かの櫨を軍費公報島部 3つを,示 している｡これらの問髄 を解決する為にlま,referehCeヒ
して同様の椎骨を示す物皆が史学だが,その例 tht'殆ど監っかっていなし､為 ,これらの問萄
簡漢 を,いっ号う困難にしていたo
SmB6tyPeの凍喪 , 寸をわち基底堆鞄が始掛 生的ですっEhergyGapも伴 うt･いう性
質を鵠っ物官の頒索に我 々はかを注ぎ,韓にRareEarthBoridesに旨を向けた｡その探索














RareEartk とBl之母 子は各 々
fcc増進をと･),食 体 とLて
NaCL型 の縫 晶穣 建即 11をとり,
CsC,l型 の RBG と異に CubiC
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YbBはの垂温付16の抜 vsT曲線 から求められるYbの店数 は2.即である｡90kへ1100穴
での帯磁皐の測度(5)から勘 YbL油 のRB堤が 2.98-2.9943iヒ,殆 ど3億に詠価されてい
るのに射 し,1七Blのみ2.90ヒ,3個 よりやや小さく融噸 しうるこヒヒよく一致 している｡
SmB6は,小さいながらBroadをpeakを強 ち,竹 BI之k.定性的には喝破 q)先島を示
すが,YbBIZの舌がはう机 こd招sticな史化を示す｡佃数滴封哉韓 に敢 け葛低温での先の
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ゴ,γ侶(2.17±0.36LmJ/JmOk･kl) の東鳥細 は,≡? ? ?

























tr的 sport,VTIO)測定より , Ⅷ B一之に軌 ､てもSmBeヒ同私 Eh針9y G神がEF
山 こ形成されることが褒められたが, 与の戚軌 こついては吾だ,これか与の無類である｡
吉T= ,比熱の蔦葛取 臥び､r庵のお嬢摘 射生もこれからなすべき乗睦である｡
K6BⅦBtaの庵教 に関する勲睦
①鞄 率(TvsT)
£2陀 金乳 個数 2.81(立献(g)力､封よ,2.90ヒ餌佃)
















? ?? ? ? ?
? ?? ? ? ? ? ?





















? ? ー? ? ?
? ? 】
? ? ? ? ? ?








定植に収束する嶺轟であt) , 二の寄与職 奉07Peakに関与している｡
(3)YbBl之の個数は,2.8J～310の閤 (約 2.9)
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毒4.問題点及び今後0滴 題
(J) YbB'1足がS示B6の低 駅 の3佃 の帯磁率 は,どういう機敏こ基づいて浪少し-定
借に近づ<か甥蛤的解明かきまれ5｡
〔2) YbBlヱ及びS竹一良 q)EyLer9y鮎p形成o)機構は向もヽo電影桂連(Ba血債を)との関
頭磯 締 るの毛筆味ある点である ｡
6)個数の温度,変化掛 る為,格 与定数d)温度変在 , RぴL皿口馴又0)温度査血d)吏鹿
を準備中である｡
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